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新型コロナウイルス(SARS-CoV-2)の侵入経路

１）受容体アンジオテンシン変換酵素２(ACE2) を介して細
胞に結合し、感染する (Imai Y. et al, Nature, 2005)

小腸＞大腸＞十二指腸＞＞唾液腺＞胎盤＞肺

２）ACE2の発現量：

図．The Human Protein Atlas (www.proteinatlas.org)に基づく
55種類の組織と6種類の血液細胞におけるACE2の発現を比較

腸が圧倒的に多く、
肺より唾液腺の方が多い！

相
対
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BBRC  525, 135-140, 2020
Mol Syst Biol 16, e9610, 2020 

ACE2



唾液腺におけるACE2の発現場所

Usami Y, Sakai T et al.
Oral Sci Int. 10, 1002 (2020)

※ ヒトで確認された

大唾液腺(顎下腺) 背側上皮 側方上皮小唾液腺

唾液腺の導管上皮細胞に集中

これが恐ろしいウイルスの実態

無症状のうちに口腔内全体に感染拡大

（考察１） 唾液を通じて口腔内の全ての導管上皮細胞に発現する
ACE2を介して感染する可能性 → 味覚喪失・口腔乾燥

（考察２）

細気管支
気管支



新型コロナ感染・重症化と口腔衛生の関係に関する仮説

ACE2 receptor
茶色に染色

顎下腺

Brief communication: Immunohistochemical detection 
of  ACE2 in human salivary gland

ACE2 receptor

小唾液腺

唾液を介してウィルスが
ヒトからヒトに移行

健常人
飛沫感染

重症化

唾液を介してウィルスが
肺に移行

仮説の提唱（2020年８月論文発表）

口腔衛生の重要性



■予想される新型コロナウイルスの感染イメージ

口の中

仮説）肺の病気だけではなく、口の病気ではないか！？

唾液腺に感染



■予想される新型コロナウイルスの感染イメージ

●健常者や若年者

食事や会話で唾液を飛ばす

→無症状・軽症

●高齢者や呼吸器疾患者(喘息等)

唾液の誤嚥から呼吸器へ波及

→重症化



NIHのグループ 2021年3月25日 Nature Medicine, 27, p.892–903 (2021)

3月25日、米国の研究チームは新型コロナウイルスが頬粘膜や歯肉、唾液腺を含む口腔内に感染する証拠を発見した
と明らかにした。唾液を通じて体内に感染が広がる可能性も指摘している。研究結果は医学誌「ネイチャー・メディシ
ン」に発表され、感染者の多くが味覚を失う理由になる可能性がある。

研究にかかわったケビン・バード博士は「ウイルスに感染した唾液を飲み込んだり、唾液の粒子を吸い込んだりする
と、新型コロナウイルスがのどや肺、腸にうつる可能性がある」と語る。唾液を使った検査がコロナ感染の検知に有効
なことは知られているが、これまで研究者はその理由の解明を試みていなかった。口と鼻、のど、肺は全てつながって
おり、ウイルスは粘液の排出などを通じてこれらの部位に広がりうる。

今回の研究では口の組織を検査した結果、新型コロナウイルスの入り口となるACE2などの受容体が口内の細胞に含ま
れていることが判明。新型コロナで死亡した人の口組織のサンプルを調べたところ、唾液腺の約半分でウイルスが見つ
かった。また、軽症もしくは無症状の患者を検査したところ、口から唾液内に排出された細胞にアクティブなRNAが含
まれていることも判明した。これはウイルスが当該細胞内で増殖していることを示す。

調査に使った唾液は、米国立衛生研究所（NIH）で働く軽症もしくは無症状のコロナ感染者35人から採取した。症状
のある患者では、唾液内の新型コロナウイルスRNAと、「味覚や嗅覚（きゅうかく）を喪失した」という報告との間に
明らかな関連が認められたという。

新型コロナウイルスは口から感染し、唾液を通じて体内に広がる可能性

ＣＮＮ 3月27日 + ネイチャー・メディシン3月25日

彼らは別の総説の中で、唾液腺はコロナウイルスの
Production factory（生産工場）とたとえている！

令和３年３月、米国から
論文発表

検体(感染者の唾液)に対するMA-Tの効果に関する実験を開始



田中準一・美島健二（昭和大）定岡知彦（神戸大）
阪井丘芳（大阪大）歯科医師・唾液腺研究者

2022年10月17日 NCBに掲載

iPS細胞からオルガノイドを作成後、唾液腺に分化誘導後、
SARS-CoV-2に感染させることに成功した。

ヒト細胞を用いた基礎研究



新型コロナ感染＆重症化に対する口腔衛生の戦略

ACE2 receptor
茶色に染色

顎下腺

Brief communication: Immunohistochemical detection 
of  ACE2 in human salivary gland

ACE2 receptor

小唾液腺

健常人

飛沫感染

重症化

ブロック

口腔ケア用品による
口腔内の内在ウィルスの
不活化

口腔ケア用品による
外来のウィルスの不活化

ブロック

口腔衛生の戦略
（実証）



■口腔ケアは要介護高齢者の発熱と肺炎を抑制する

Yoneyama T, Yoshida M, Matsui T, Sasaki H. 

Oral care and pneumonia. Lancet 354(9177):515, 1999



口腔・咽頭粘膜はSARS-CoV-2の侵入経路になり、

唾液腺はその貯留庫になる可能性が高い

Salivary Glands: Potential Reservoirs for COVID-19 Asymptomatic Infection. J Dent Res 2020

Saliva: potential diagnostic value and transmission of 2019-nCoV. Int J Oral Sci 2020

阪井丘芳、COVID-19と唾液腺 ～重症感染を防ぐための新たな口腔ケア～、抗加齢医学会誌2020



口腔内の消毒薬として認められており、

医療現場で使用されているのは、10％ポビドンヨード液、

0.01～0.025%塩化ベンザルコニウム液のみ

口腔科学、朝倉出版



要時生成型亜塩素酸イオン水溶液

Matching Transformation system®の略称

MA-Tとは

【カテゴリーの名称】

菌やウイルスを不活化する活性種を、
必要な時に、必要な量だけ生成する
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MA-Tのメカニズム
2015年に大阪大学にてMA-Tの水性ラジカル生成機構を解明

要時生成型亜塩素酸イオン水溶液

水性ラジカルが消費されると
新たに水性ラジカルが一つ
生成され、菌やウイルスなど
が無くなるまで水性ラジカル
が順次生成される水性ラジカルが

菌やウイルスなど
にぶつかることで
除菌し、消費される



CONFIDENTIAL

MA-T アルコール 次亜塩素酸水
次亜塩素酸
ナトリウム

除菌効果 ◎ ◎ 〇 〇

消臭効果 ◎
（無臭）

×
（アルコール臭）

〇
（弱い塩素臭）

〇
（塩素臭）

安全性 ◎ △
（肌荒れ、引火性）

〇
（除菌消臭効果が低い）

×
（使用には注意が必要）

可燃性 なし あり なし なし

使用期限 ◎ △
（揮発性）

× △
（半年）

腐食性 なし あり あり あり

（有機物が存在しない場合に限る）

要時生成型二酸化塩素水MA-Tと他の消毒剤の比較

MA-Tは有効性・安全性・安定性・安価という特長を備えた優れた純国産の除菌消臭剤



要時生成型亜塩素酸イオン水溶液(MA-T)の利用実績Ⅱ

mybest ランキングマウスウォッシュ

／全47品目（国内で入手可能）

（成分, 消臭力・使用感で評価）
MA-T (1位)

JST News 8月号（https://www.jst.go.jp/pr/jst-news/）

反応メカニズムの解明→メタン酸化の反応の発見→バイオメタノール製造＠北海道、Mgイオン電池用
セパレーターの開発、クライオ電顕の自動化等の研究が進行中．

BPB Reports, 4(3), 78-84 (2021)

BPB Reports, 3(6), 174-178 (2020)

低温培養可能な
CO2インキュベーター

15～45℃

温度制御板

表層温度

温度制御・記録装置

培地

培養皮膚

底層温度

常温時の皮膚を模した設定

安全性試験の追加実験（JST-OPERA）

研究の経緯：

全て500 ppmまでは影響なし

Confidential



MA-Tの各種細菌試験

50ppm (0.005%)のMA-Tで下記の菌は全滅

*MIC:最小発育阻止濃度、MBC：最小殺菌濃度



Verification of MA-T safety and efficacy against 
pathogens including SARS-CoV-2 

T. Shibata, R. Urakawa*, C. Ono, Y. Akeda, T. Sakai, S. Hamaguchi, K. Takamori, T. Inoue, 
K. Tomono, K. Konishi, Y. Matsuura 

BPB Reports, 4(3), 78-84 (2021)

※菌やウイルスに対する効果を全て１つの論文にまとめて公表。

※MA-Tの菌に対する効果の１つは呼吸鎖のダメージであるを証明

The Respiratory Chain of Bacteria is a Target of 
the Disinfectant MA-T

T. Shibata & K. Konishi

BPB Reports, 3(6), 174-178 (2020)

菌やウイルスに対する効果や機構を論文発表



マウスウォッシュによる口腔内細菌への効果

25名の歯科医師のご協力＠日本口腔科学会 (R3/5/13-14)
Confidential



25名の歯科医師のご協力＠日本口腔科学会 (R3/5/13-14)

唾液中のカンジダ菌とミュータンスレンサ菌に対する効果

No.5
MSB寒天培地 唾液100μL 左側：5/13 右側：5/14

クロモアガー寒天培地

No.8
MSB寒天培地 唾液100μL 左側：5/13 右側：5/14

クロモアガー寒天培地
0/0

C. albicansは使用前も増殖が確認されなかった。
S. mutansに対する効果が確認されたと同時に総
菌数がかなり減っているので試験品の効果がしっ
かりと確認されている。MSB寒天培地に真菌と思
われる増殖が確認された。

Oral Science International 2022



唾液収集のプロトコル：３回分
（起きてすぐ、水うがい後、MA-Tマウスウォッシュ後）

ようやく４検体を収集 → ウイルス力価の測定 へ

マウスウォッシュの効果の確認実験に関する準備状況

２月 倫理審査委員会
３月 学内調整
５月 吹田市と連携→府下全域

Confidential



50ppm MA-TによるSARS-CoV-2 ウイルス力価の変化

唾液収集のプロトコル：３回分
（起きてすぐ、水うがい後、MA-Tマウスウォッシュ後）
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試験管で混合後

PBS MA-T
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含嗽後

水 MA-T

(R3/9/8の結果)

感染力をゼロにする持続時間の検証→２次感染や重症化を抑制できる可能性

誤嚥した場合の安全性の試験を実施中
（飲水負荷の実験をマウスで実験中）

MA-T で抑制

Confidential



外来の出入り口横に
手指消毒用として設置

低刺激なので手肌の荒れを気にせず
子どもにも安心して使用を促せます！



マウススプレーは、歯科治療や言語訓練の合間でも
気軽に使用できて便利です！



アクリルは耐アルコール性が低いので

MA-T水溶液が特に重宝です。

布製の椅子、木製のおもちゃなど

アルコールティッシュでは拭きにくいものにも

使いやすく便利です。



口腔ケア商品(ジェルタイプ)の開発（ヒト臨床試験）

臨床現場での開発ニーズ
（コロナ禍でも有用）

剥離上皮が発生 → 除去が必要

咽頭に達し、呼吸困難・窒息死

細菌の巣窟→誤嚥性肺炎

MA-T(100～200 ppm), キシリトール (1～2%)

材料の開発

・取れ易い
・血が出ない

・作業時間の短縮

・味も良い
・嫌がられない

粘性剤:

2～4％

効果

R4.２月上市

Springer Natureの関連誌
BMC Oral Healthに効果が掲載





Control Gelでは、MRSAや緑膿菌（P.aeruginosa）が増えてしまうが、
MA-T Gelで口腔ケアを行うと細菌数（コロニー数）が有意に減少する

Minagi H et al. BMC Oral Health 2023



WHOのCOVID-19データベースに
MA-Tの論文リスト化（ID：covidwho-1244932）



https://matjapan.jp/



MA-T学会 The Matching Transformation Society

https://www.matsociety.org
2022年2月24日 設立

4月22日 入会申込開始

3月22日 ウェブサイト開設

6月末 理事会・総会開催予定

年度内の年会開催を計画中

会員募集

MA-T学会 設立発起人（24名）

浅原時泰 阪大・准教授

安達宏昭 阪大・特任教授

井上 豪 阪大・教授

井上典子 阪大・特任准教授

岩崎憲治 筑波大・教授

大久保 敬 阪大・教授

大隅良典 東工大・栄誉教授

賀来満夫 東北大・名誉教授

金田安史 阪大・理事,副学長

河野 裕 阪大・招へい教授

古西清司 阪大・特任教授

阪井丘芳 阪大・教授

柴田剛克 阪大・招へい研究員

高森清人 (株)エースネット・社長

竹田 潔 阪大・教授

辻川和丈 阪大・教授

津本浩平 東大・教授

土井健史 阪大・特任教授

中川敦史 阪大・教授

難波啓一 阪大・特任教授

西田幸二 阪大・教授

福住俊一 阪大・名誉教授

松浦善治 阪大・特任教授

湯元 昇 産総研・特別顧問

50音順



250名のスタッフ、感染者なし
（練習期間も含め２か月間）

令和４年度もクラスター発生ゼロ



MA-Tのマウスウォッシュ（市販品）を用いた社会実験

✔ 周辺校より40-45%低下

✔ 1年前より約60％抑制



共同通信→千葉日報→東京新聞→京都新聞→神戸新聞→全国の地方紙へ



金田安史（統括理事）
大久保敬（高等共創研究院）
香山尚子（高等共創研究院）
難波啓一（生命機能）
藤田純三（生命機能）
牧野文信（生命機能）
竹田 潔（医）
西田幸二（医）
朝野和典（医）
明田幸宏（医）
濱口重人（医）
井上典子（医）
浅野武夫（医）
馬場耕一（医）
嶋津岳士（医）
廣瀬智也（医）
吉村旬平（医）

36MA-T関連の共同研究者一覧

井上 豪（薬）
土井健史（薬）
辻川和丈（薬）
近藤昌夫（薬）
橘 敬祐（薬）
浅原時泰（薬）
安達宏昭（薬）
森口舞子（薬）
古西清司（薬）
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藤田郁尚（薬）
齋藤香織（薬）
山本 仁（安全管理部）

松浦善治（微生物病研究所）
中川敦史（蛋白質研究所）
藤原敏道（蛋白質研究所）
加藤貴之（蛋白質研究所）
高木淳一（蛋白質研究所）
廣瀬未果（蛋白質研究所）
豊田岐聡（理）
林美加子（歯）
阪井丘芳（歯）歯科衛生士の皆様
十河基文（歯）
浦川龍太（歯）
西村理行（歯）
長島 正（歯）
野崎剛徳（歯）
高橋雄介（歯）
前薗葉月（歯）
植木靖之（産学共創機構）
竹市未帆（創薬サイエンス部門）

オープンイノベーション機構（OI機構）
森 正治
坂田恒昭

浅田英久
岡本 稔

高田則明
松岡道尋

澤田進介
山口澄章

山本 楓岡本 岳
杉山真一

磯部光男
田村美樹



【参照情報とお問合せ先】

《日本MA-T工業会》
ホームページ：https://matjapan.jp/

お問合せ先 ：info@matjapan.jp

《MA-T学会》
ホームページ：https://www.matsociety.org/

お問合せ先 ：jimu@matsociety.org

https://matjapan.jp/
mailto:info@matjapan.jp
https://www.matsociety.org/
mailto:jimu@matsociety.org
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